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●地域に密着した心あたたかな医療を実践します
●地域における基幹病院として高度医療を提供します国保依田窪病院の理念

平成24年11月　依田窪病院だより

９
月
か
ら
内
科
に

　
佐
々
木
医
師
が
着
任

●
佐
々
木
医
師
か
ら
ひ
と
言

佐々木  康之 医師

　【
親
か
ら
の
モ
ッ
ト
ー
】

　
お
前
は
賢
く
な
い
か
ら
他
人
の
１
・
５
倍
や
れ

【
学
生
時
代
の
モ
ッ
ト
ー
】
先
ん
ず
れ
ば
人
を
制
す
。

【
青
春
時
代
の
モ
ッ
ト
ー
】
よ
く
遊
び
よ
く
学
べ

【
現
在
の
モ
ッ
ト
ー
】
よ
く
休
ん
で
、
よ
く
寝
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
頭
を
使
う
。
六
十
而
耳
従

出
身
：
神
奈
川
県
横
須
賀
市

趣
味
：
以
前
な
ら
迷
わ
ず
、
テ
ニ
ス
と

　
　
　書
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
子

　
　
　育
て
、
花
鳥
風
月
を
愛
で
る
事

　
　
　で
す
。

●
経
歴

小岩井  俊彦 医師

　
短
い
期
間
で
し
た
が
、
上
小
地
域
の
地
域
医
療
の
中
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
病
院
で
勤
務
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。
中
心
部
が
互
い
に
大
き
く
離
れ

て
い
る
上
田
地
区
と
佐
久
地
区
の
間
に
位
置
し
て
い
る
地
理

的
特
性
は
特
に
重
要
で
、
山
間
に
生
活
さ
れ
て
い
る
皆
様
に

と
っ
て
は
医
療
を
必
要
と
さ
れ
る
際
に
は
ま
さ
に
オ
ア
シ
ス

の
如
き
存
在
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
院
長
先
生
を
は
じ
め
病
院
の
全
ス
タ
ッ
フ
が
力

を
合
わ
せ
て
、
よ
り
良
い
医
療
環
境
の
提
供
・
整
備
・
実
践

を
目
指
し
、
日
常
的
に
力
を
尽
く
し
て
お
ら
れ
る
姿
を
拝
見

で
き
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
と
い
う
の
は
、
そ
の
地
域
の
住
民
気
質
、
人
口

構
成
、
地
理
的
条
件
、
気
候
、
風
土
な
ど
、
個
別
具
体
的
な

特
性
に
合
わ
せ
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
る
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
個

性
的
な
も
の
で
あ
る
は
ず
で
す
が
、
こ
の
病
院
で
そ
の
個
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
得
ら
れ
た
、
貴
重
な
経
験
を
今
後
の
医
療
人
生
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
勤
務
中
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

●地域を担う看護師・薬剤師を募集中
●保育所も完備して子育て応援
●多様な勤務時間体系にも配慮
●中途採用の方に対する研修も充実

　１０月６日（土）終日、１０月１１日（木）は３０分に渡り、当
院医事会計システムの不具合による障害が発生しました。
　この間、来院の患者さんには、受付・会計業務で大変ご
迷惑をお掛けいたしましたことにつきまして、深くお詫び申
し上げます。
　今後は再発防止に一層努めてまいります。

「夜勤はできないけど、一日に数時間でも働きたい」と
いうパート勤務も歓迎しています。
再就職を支援する職場環境を整え、皆さんの応募を
お待ちしております。

看護師・薬剤師募集のお知らせ 患者さんへのお詫び

病院長　三澤　弘道
上記問合先　総務課　電話：0268（68）0036

●
小
岩
井
医
師
か
ら
ひ
と
言

９
月
末
で
内
科
小
岩
井
医
師
が
退
職

ささき　　  やすゆき

こいわい　　 としひこ

長
々
と
し
た
堅
苦
し
い
文
章
を
書
く
よ
り
も
、簡

単
に
。神
奈
川
県
立
横
須
賀
高
校
を
、元
小
泉

純
一
郎
首
相
の
９
年
後
に
卒
業
。信
州
大
学
卒
。

信
州
大
学
第
二
内
科
、信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

と
言
う
学
歴
、職
歴
を
た
ど
って
き
ま
し
た
。

九
月
よ
り
依
田
窪
病
院
勤
務
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愛される病院をめざして　職員教育研修開催
　
９
月
２９
日
、日
本
ヘル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
代
表
の

石
川
雄
一氏
を
講
師
に
迎
え
、当
院
医
師
を
対
象
と
し

た
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。研
修
に
は
、１３
名
の
医
師

が
参
加
、３
時
間
に
わ
た
り
小
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
熱

心
な
討
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、講
師
か
ら
病
院
の
目
標
達
成
や
医
師
が

担
う
役
割
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、自
分
の
ワ
ー
キ
ン

　
８
月
３１
日
患
者
さ
ん
に
対
す
る
接
遇
マ
ナ
ー
の
向

上
を
目
指
し
て
、（
株
）ニ
チ
イ
学
館
の
今
井
亜
矢
子

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
患
者
様
の
心
に
届
く
接
遇
」と

題
し
て
、全
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
開
催
し
ま

し
た
。

　〝
し
て
あ
げ
る
〞か
ら〝
さ
せ
て
い
た
だ
く
〞と
い
う

ふ
う
に
意
識
を
変
え
て
い
く
心
の
余
裕
を
持
つ
こ
と
が

大
切
と
の
講
師
の
言
葉
に
、普
段
の
自
分
を
振
り
返

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
医
師
研
修

◇
接
遇
研
修

グ
ス
タ
イ
ル
を
振
り
返
り
、医
師
間
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
、チ
ー
ム
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、日
頃
の
あ
い
さ
つ
や
患
者
さ

ん
へ
の
対
応
も
、心
を
込
め
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
等

の
問
い
か
け
も
あ
り
、普
段
は
業
務
に
追
わ
れ
、同
僚

と
の
会
話
の
機
会
も
少
な
い
医
師
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
診

療
科
の
枠
を
超
え
課
題
の
共
有
化
に
向
け
本
音
で
語

り
合
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
院
で
は
、今
後
も
年
間
計
画
に
沿
っ
て
職
員
の
資

質
の
向
上
に
向
け
た
様
々
な
研
修
の
機
会
を
設
け
、地

域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、愛
さ
れ
る
病
院
を
め
ざ
し
ま

す
。
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地域活動報告
　
10
月
12
日
土
曜
日
、長
和
町
社
協
主
催
に
よ
る

「
福
祉
の
集
い
」に
、当
院
総
合
診
療
科
科
長
小

河
原
忠
彦
医
師
が「
健
康
診
断
の
重
要
性
と
生

活
習
慣
病
対
策
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
小
河
原
医
師
は
、仏
教
の
四
苦
、生
老
病
死
か

ら
習
慣
病
対
策
を
語
り
、最
後
に
、自
分
の
死
に

方
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
締
め
括
り
ま

し
た
。

　
約
２
０
０
名
の
参
加
者
は
、医
師
の
話
に
熱
心

に
聞
き
入
って
い
ま
し
た
。

◇
小
河
原
医
師「
福
祉
の
集
い
」で
講
演

組合議会　9月定例会開催される

　9月20日依田窪医療福祉事務組合議会が開催され、病院並びに関連会計の23年度決算が承認さ
れました。
　業務状況につきましては、外来患者数が前年比1,260人（1.7％）増の76,815人、入院患者数が
前年比190人（0.5％）増の41,812人となりました。
　経営状況につきましては、9,922千円の純利益を計上し、平成11年度以来12年ぶりに黒字とな
りました。
　今後も診療体制の充実に取り組むとともに、地域の皆様のニーズに応えるべく、健全で効率
的な経営を行い、良質で安全な医療の提供に努めてまいります。

◇23年度決算12年ぶりの黒字化

●収益と患者数 単位：千円 

区分 H19 H20 H21 H22 H23

H19 H20 H21 H22 H23

 前年比 

外来収益

外来収益 外来患者 外来患者入院収益

 959,655 672,513 669,471 704,681 727,005 103.2% 

入院収益 1,639,103 1,785,143 1,906,145 1,834,065 1,904,255 103.8% 

外来患者 87,943 79,580 75,489 75,555 76,815 101.7% 

入院患者 42,801 39,469 41,673 41,622 41,812 100.5% 
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診 療 科  
火  水  木  金  土  

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

総 合 診 療 科  小河原 小河原 小河原 小河原 須 田 小河原 小河原 須 田 須 田 小河原 

内 
 
科  

予約外 

須 山  越 知  須 山  須 山  須 山  
 

佐々木  小 林  白 川   白 川  佐々木  

小 林  信 大  信 大  佐々木  小 林  

信 大          

予 約    白 川   白 川      

外 
 
科   

予約外  
石 橋   小 澤   小 澤   小 澤  小 澤  

熊 谷         熊 谷  

予 約  石 橋         石 橋  

整 
 
形 
 
外 
 
科    

予約外  

堤 本   堤 本   太 田  由 井  古 作  
 

太 田   池 上    交代制  倉 石  信 大  

古 作     交代制  上 原   信 大  

塩 澤           

予 約 

由 井  三 澤  古 作  三 澤  三 澤 吉 村 

池 上  太 田    堤 本  由 井  

  上 原    太 田  池 上  

  吉 村      上 原  

小 児 科  森 澤   森 澤 森 澤  森 澤 森 澤  森 澤 森 澤  森 澤 信 大 森 澤 
泌 尿 器 科  喜 連   喜 連  喜 連  喜 連    
眼 科  信 大     信 大  信 大  信 大  
耳 鼻 咽 喉 科          信 大  
皮 膚 科       宇 原    吉 川    

肝 臓 外 来          信 大  

呼 吸 器 科     牛 木       

脳 外 科         信 大   

神 経 膠 原 病 内 科   進 藤      高   

高 齢 者 総 合 外 来          石 橋  

※1：当院医師１名が交代で診療にあたります。

 

外 来 診 療 担 当 医 表
諸事情により、担当医は変更する場合がございます。ホームページ等で休診情報をご確認下さい。 2012年11月更新

（1・3週）
堀 込

※1
交代制

※1

※1

（3週）

（3週）

（2・4・5週）

（予約制）

（予約制） （予約制）

（予約制）

◆予約の変更に関するお電話は、診療日の14時～17時にお願い致します。
◆月に１度、保険証等の提示をお願い致します。3ヶ月以上確認できない場合、全額自己負担していただく場合がございます。

午前／受付時間　8：00～11：30
午後／受付時間　総合診療科：14：00～16：00　　内　科：14：00～16：00　　堀込医師：14：00～15：00
　　　　　　　　　　小児科：15：00～16：30　　脳外科：13：30～14：30
休診日：日曜日、月曜日、祝祭日、年末年始（12月29日～1月3日）、1月15日


